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　　火磯の動き

一湘o蒲霊田現在一

i男　　　4，529縣鱒

嚢　　　4，595繕5菱

計　　9，繊4（鱒
繊帯数2，273（鱒

　（）は前月比較

驚
毒

華

　8月27日から9月3日まで＼イギリスで開かれた技能五輪
国際大会で．星名力さん（学校町・20歳）が＼みごと銀メダ

ルを獲得しました。

　日立製作所（北蒲・中条町）勤務の星名さんは、2年間こ
の大会に向けて厳しい訓練を受けたそうです。

　出場した電子機器組み立て部門の規定時間は．3日間で延
べ22時間あまり．主な作業は電子部品のハンダ付けで＼大会

では自動車用のパネルメーターを作りました。

　帰国後．町長室を訪れr訓練を途中でやめたくなったとき
もあった。でも＼出場することができ、いろんな国の人たち

と交流し．大変いい経験になった。今後の仕事に役立てたい」

と．話していました。

　
ま

オ
リ
ン
ピ能乳
ツ

ク
で

大会前、川西中学校で激励を受けた

星名さん（7・15）

圃休日救急医
10月10日至誠堂医院（西浦町）552－3276

15日富田医院（神明町）費52－3269

22日大島医院（川原町〉費52－2957

　29日中条病院（中

”月3日山口医院（下

条）奮57－3018

条）費55－2003

5日千手診療所（中央町）費68－2034



嚇

老
人
医
療
と
山
菜
公
園

　
上
村
広
治
議
員

①
中
子
平
を
運
動
公
園
に
す
る
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
　
「
な
か
ま
の
家
」
と
関
連
さ
せ
て

老
人
福
祉
施
設
、
老
人
医
療
機
関
構

想
を
強
力
に
推
進
で
き
な
い
か
。

③
中
子
平
の
裏
山
一
帯
に
山
菜
公
園

を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

欝　輝

④
温
泉
開
発
と
、
有
効
活
用
は
。

⑤
節
黒
城
跡
の
休
憩
所
整
備
と
入
山

道
路
の
改
修
見
通
し
は
。

⑥
国
道
四
〇
四
号
大
白
倉
－
大
貝
間

の
改
修
見
通
し
は
。

国道404号大白倉地内（9．25）
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南
　
　
雲
　
町
　
長

①
本
来
、
競
輪
の
場
外
車
券
売
り
場

の
計
画
を
断
念
し
た
時
点
で
、
事
後

対
策
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
、
私
と
、
事
業
協
定
を

結
ん
だ
相
手
と
は
、
お
会
い
し
て
い

な
い
。
町
議
選
も
終
わ
っ
た
の
だ
が

ら
、
早
い
時
期
に
お
会
い
し
て
具
体

的
な
協
議
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八

人
（
昭
和
6
3
・
1
2
現
在
）
で
あ
る
。

十
日
町
・
三
好
園
入
園
八
人
、
在
宅

三
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
去
年
か
ら
、
病
院
も
老
人
養
護
施

設
も
な
い
町
に
、
老
人
施
設
を
導
入

す
る
よ
う
関
係
方
面
へ
要
請
し
て
き

た
。
し
か
し
、
国
や
県
の
基
本
的
な

考
え
方
と
合
致
せ
ず
、
協
議
は
進
展

し
て
い
な
い
。

　
　
「
な
か
ま
の
家
」
と
関
連
す
る
の

が
好
ま
し
い
の
か
ど
う
か
は
、
別
と

し
て
、
医
療
施
設
、
老
人
養
護
施
設

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
で
き
る
だ

け
早
く
推
進
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

③
山
菜
公
園
だ
け
を
早
く
設
置
す
る

の
は
、
ど
う
か
と
思
う
。
第
一
点
の

問
題
の
具
体
化
と
併
せ
て
考
え
る
方

が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

④
松
葉
荘
周
辺
の
温
泉
源
調
査
で
は
、

ほ
と
ん
ど
可
能
性
が
薄
い
と
い
う
報

告
を
得
た
。
松
葉
荘
周
辺
よ
り
「
や

や
望
み
が
あ
る
」
と
い
う
場
所
も
あ

る
の
で
、
二
次
調
査
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

⑤
昭
和
六
十
一
年
度
、
県
費
事
業
で

再
建
す
る
よ
う
予
算
措
置
を
講
じ
た
。

と
こ
ろ
が
、
県
は
、
災
害
復
旧
的
な

も
の
よ
り
、
大
規
模
な
計
画
で
な
い

と
対
応
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。

　
民
間
の
有
力
な
方
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け
る
見
通
し
が

つ
い
て
い
る
。
概
要
は
、
①
ご
神
体

を
安
置
す
る
建
物
建
設
。
②
節
黒
城

の
歴
史
を
中
心
と
す
る
解
説
板
の
設

置
。
③
キ
ャ
ン
プ
場
に
野
外
ス
テ
ー

ジ
の
造
成
。
④
芝
、
花
の
植
栽
、
駐

車
場
の
整
備
。
⑤
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

造
成
。
⑥
休
想
所
建
設
な
ど
、
お
よ

そ
三
千
万
円
ほ
ど
の
財
源
援
助
を
願

う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
町
で
は
、
こ
の
民
間
依
存
部
分
と

並
行
し
て
水
対
策
や
道
路
整
備
、
さ

ら
に
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
の
配
置
を
考
え
た
い
。

⑥
十
日
町
土
木
事
務
所
管
内
（
川
西

分
）
の
未
改
良
区
間
は
、
三
二
〇
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
年
度
予
算
で
用

地
買
収
が
完
了
す
る
予
定
だ
。
平
成

四
年
度
完
成
を
目
標
に
努
力
し
て
い

る
。
小
国
町
分
（
柏
崎
土
木
管
内
）

も
、
同
じ
年
度
に
完
成
す
る
予
定
だ
。

　
　
一
方
、
新
し
い
道
路
改
良
計
画
は
、

全
延
長
六
・
六
キ
ロ
、
推
定
事
業
費

六
六
億
円
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
大

倉
－
大
白
倉
公
民
館
二
・
〇
四
キ
ロ

の
う
ち
、
大
白
倉
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

は
、
本
年
度
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
が
実

施
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
全
延
長
の
う
ち
、
ト
ン
ネ
ル
が
三
、

橋
が
三
カ
所
出
来
る
計
画
だ
。
し
た

が
っ
て
、
小
白
倉
－
小
国
は
、
現
道

と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
新
し
い
道

路
が
造
ら
れ
る
仕
組
に
な
る
と
申
し

上
げ
て
お
く
。
一
年
で
も
早
く
全
線

完
成
に
努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
倉
小
の
全
校
朝
会
（
9
・
2
5
）

山
村
留
学
の
将
来
は

　
戸
田
哲
次
　
議
員

　
長
野
県
八
坂
村
で
開
か
れ
た
全
国

山
村
留
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
来
た
。
規
模
的
に
は
、
仙
田
小
学

校
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
財
団
法
人

「
育
て
る
会
」
に
調
査
依
頼
し
、
白

倉
小
学
校
の
将
来
も
含
め
、
専
門
的

立
場
の
助
言
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

南
　
　
雲
　
町
長

　
「
育
て
る
会
」
が
調
査
に
来
る
の

が
、
十
月
中
旬
以
降
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
、

町
の
事
情
や
考
え
方
を
申
し
上
げ
て

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。

　
当
面
、
調
査
に
必
要
な
費
用
を
補

正
予
算
で
措
置
し
た
と
こ
ろ
だ
。



柳

児
童
数
減
少
の
学
校
対
策

藤
作
議
員

①
白
倉
小
学
校
の
児
童
数
は
、
平
成

六
年
に
四
人
と
な
る
。
当
局
の
対
応

と
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
養
豚
の
調
定
飼
育
頭
数
は
、
先
の

議
会
で
四
、
五
〇
〇
頭
と
お
答
え
い

た
だ
い
た
。
現
在
の
飼
育
頭
数
は
。

南

雲
　
町
長

①
か
っ
て
、
高
倉
小
学
校
の
廃
校
を

根
津
前
町
長
の
英
断
で
、
撤
回
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
四
年
後
に
は
、
在
籍
児

童
が
な
く
な
る
事
態
と
な
っ
て
廃
校

に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
白
倉
小
学
校
は
、
な
ん
と
か
存
続

す
る
こ
と
を
優
先
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

②
悪
臭
公
害
は
、
古
く
て
新
し
い
未

解
決
問
題
で
あ
る
。
施
設
が
順
次
拡

充
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
公
害
は
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
調
停
は
、
あ
く

千手養豚団地（9．22）

ま
で
行
政
的
な
立
場
で
、
法
的
強
制

力
は
と
も
な
っ
て
い
な
い
。

　
小
幡
産
業
課
長
補
佐
　
九
月
一
日

現
在
の
飼
育
頭
数
は
二
、
六
〇
七
だ
。

四
、
五
〇
〇
頭
と
い
う
数
字
は
、
二

月
一
日
現
在
の
出
荷
頭
数
四
、
二
〇

五
頭
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
の
中
子
再
開
発

田
ロ
直
人
　
議
員

①
関
連
業
者
．
ジ
ス
ク
建
設
と
の
事

業
協
定
書
の
変
更
内
容
は
。

②
九
月
ま
で
冷
却
期
間
を
お
き
、
新

し
い
プ
ラ
ン
で
進
め
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

③
住
民
か
ら
は
、
高
齢
者
介
護
施
設

や
総
合
医
療
施
設
誘
致
の
要
望
が
強

い
。
こ
の
開
発
計
画
に
含
ま
れ
て
い

る
か
。

④
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
企
画
・
立
案
者
）

の
信
用
度
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
承

っ
た
が
、
信
用
回
復
は
な
っ
た
の
か
。

⑤
農
業
衰
退
へ
の
歯
止
め
方
策
は
。

　
　
南
　
　
雲
　
町
長

①
事
業
協
定
書
は
、
三
月
三
十
一
日

付
で
調
印
し
て
あ
る
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
基
本
計
画
）
中
、
最
初
に
着

手
し
た
い
と
し
て
い
た
場
外
車
券
売

り
場
が
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
後
の
進
め
方
を
改

め
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

か
、
ま
だ
、
行
っ
て
い
な
い
。

②
町
議
選
が
終
わ
っ
て
落
ち
着
い
た

ら
協
議
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の

意
向
で
あ
る
。
極
力
、
早
い
時
期
に

協
議
し
た
い
と
伝
え
て
あ
る
。

③
契
約
の
相
手
方
が
、
今
後
の
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
（
開
発
業
者
）
を
紹
介
し

て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
展
開
が

ナ
カ
ゴ
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
9
・
2
5
）

は
じ
ま
る
。
万
一
、
白
紙
に
戻
そ
う

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
し
い
立

場
で
「
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」

に
も
ど
っ
て
根
本
か
ら
考
え
直
さ
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

④
万
事
、
次
の
協
議
の
結
果
が
す
べ

て
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

⑤
町
と
し
て
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ

る
が
、
大
変
む
ず
か
し
い
間
題
だ
。

水
田
農
業
確
立
対
策
は
、
平
成
二
年

度
か
ら
後
期
に
移
る
わ
け
だ
が
、
政

府
も
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

な
い
。
農
協
の
系
統
組
織
で
も
、
減

反
の
面
積
配
分
の
考
え
方
が
、
下
部

討
議
の
段
階
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
行

政
と
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

米
作
も
広
域
的
な
集
団
化
、
生
産
者

団
体
の
育
成
、
中
核
農
家
の
育
成
と

後
継
者
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、
後
継
者

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
今
後
は
、

農
業
で
な
い
農
村
、
農
家
の
後
継
者

対
策
と
し
て
の
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
す
る
中
で
、
農
業
の
担
い
手
の
確

保
に
結
び
つ
く
よ
う
な
方
策
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

葉
タ
バ
コ
に
代
わ
る
作
物
は

　
高
橋
　
　
重
　
議
員

①
新
十
日
町
大
橋
の
工
事
の
進
み
具

合
と
完
成
の
時
期
、
開
通
の
目
標
は
。

②
J
R
水
路
工
事
の
完
成
も
近
い
と

聞
く
。
水
の
補
償
問
題
と
解
決
策
は
。

③
葉
タ
バ
コ
の
生
産
が
窮
地
に
あ
る
。

代
替
作
物
な
ど
具
体
的
方
策
は
な
い

か
。

南

雲
　
町
長

①
新
十
日
町
大
橋
は
、
昭
和
六
十
一

年
度
着
工
、
十
日
町
と
共
同
施
行
で

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
橋
が
、
二
十
二
億
円
を
超

え
る
事
業
費
と
な
る
た
め
、
六
十
二

年
度
か
ら
は
県
代
行
事
業
と
し
て
進

め
て
い
る
。
現
在
、
橋
脚
五
基
、
橋

台
二
基
が
完
成
し
た
。
本
年
度
は
、

ケ
タ
工
事
に
入
っ
た
。
完
成
は
平
成

三
年
度
だ
。
取
り
付
け
道
路
の
町
道

山
野
田
下
平
線
は
、
一
、
○
八
一
メ

ー
ト
ル
中
、
三
八
五
メ
ー
ト
ル
が
完

了
。
残
る
部
分
も
一
部
を
除
き
橋
の

完
成
と
同
時
に
完
了
し
た
い
。

　
な
お
、
十
日
町
の
道
路
も
川
西
側

と
ほ
ぼ
同
じ
ぺ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
と
り
あ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

②
飲
料
水
”
当
町
の
要
請
で
第
一
二
次

上
水
道
拡
張
計
画
（
昭
62
1
平
成
元

年
）
に
対
し
、
J
R
が
所
定
の
費
用

負
担
を
す
る
よ
う
事
前
に
協
定
し
て

い
る
。
今
後
は
、
維
持
管
理
費
用
の

負
担
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
す
る

麟



癖

予
定
だ
。

　
農
業
用
水
昌
土
地
改
良
区
の
強
い

要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
補
償

は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

工
事
に
起
因
す
る
被
害
に
対
し
て
は

迅
速
、
完
全
に
補
償
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
で
合
意
し
て
い
る
。
水
田
四

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
被
害
報
告
が
出
て

い
る
。
こ
れ
は
、
協
定
に
基
づ
い
て

補
償
し
て
い
る
。
見
え
な
い
部
分
の

被
害
な
ど
、
地
元
の
要
求
を
出
し
て

お
り
、
二
十
五
日
に
第
一
次
回
答
が

あ
る
。
そ
の
際
具
体
的
な
補
償
方
針

を
た
だ
し
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を

受
け
て
二
十
九
日
の
議
会
特
別
委
員

会
で
検
討
し
た
い
。
現
況
は
、
臨
時

的
な
も
の
で
、
早
い
時
期
に
恒
久
的

対
策
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
雑
用
水
“
千
手
養
豚
団
地
か
ら
野

口
に
至
る
ま
で
、
約
二
五
〇
世
帯
か

ら
水
源
枯
渇
や
減
水
の
苦
情
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
　
「
町
の
考
え
方
を
知
り
た
い
」

と
、
聞
き
込
み
を
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
手
の
内
を
明
か
さ
な
い
方
が
良

い
と
考
え
て
い
る
。
い
ま
か
ら
、
き

ち
っ
と
し
た
対
応
を
す
る
よ
う
腹
を

固
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

③
農
業
収
入
の
八
○
％
は
米
に
依
存

し
て
い
る
。
葉
タ
バ
コ
は
二
億
円
の

収
入
が
あ
る
が
、
年
々
作
付
け
面
積

が
減
反
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
自
由
化

に
よ
る
国
際
経
済
の
流
れ
で
い
た
し

か
た
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
る
作
物
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ

決
定
的
な
も
の
は
な
い
。
先
輩
の
高

橋
議
員
ら
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き

た
い
。

J
R
工
事
の
水
補
償

　
根
津
健
治
郎
議
員

①
町
行
造
林
の
今
後
の
計
画
と
管
理
、

水
資
源
の
養
成
は
。

②
J
R
水
路
工
事
、
補
償
の
実
情
を

き
き
た
い
。

③
今
後
の
中
子
開
発
を
伺
い
た
い
。

④
主
要
地
方
道
小
千
谷
川
西
十
日
町

線
の
改
良
促
進
と
国
道
昇
格
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
南
　
　
雲
　
町
　
長

の
①
町
行
造
林
事
業
は
、
昭
和
五
十
年

　9・

度
か
ら
着
手
、
毎
年
約
三
〇
ヘ
ク
タ

（　
　
ー
ル
を
造
成
し
、
六
十
三
年
度
末
に

橋い
　
は
五
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
栽
に
及

し新
　
ん
だ
。
今
後
は
、
既
植
地
の
保
有
に

た
　
重
点
を
移
し
な
が
ら
、
毎
年
五
ヘ
ク

見ら
　
タ
ー
ル
程
度
の
造
成
を
は
か
り
た
い
。

ゆ
　
　
本
年
度
登
録
作
業
員
は
、
四
三

偵西
　
人
（
う
ち
女
子
二
人
）
で
平
均
年
齢

月
　
は
五
十
九
歳
だ
。
昨
年
度
の
実
績
で

　
　
は
、
作
業
員
五
四
人
、
年
間
出
役
者

　
　
数
五
、
二
七
〇
人
、
出
役
可
能
日
数

　
　
一
六
八
日
、
一
日
当
た
り
平
均
三
四

　
　
人
、
出
動
率
六
三
％
だ
っ
た
。
作
業

　
　
員
の
減
少
で
事
業
消
化
が
、
困
難
な

　
　
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
な
ん
と
か

　
　
町
内
の
作
業
員
で
ま
か
な
え
る
だ
け

　
　
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
水
資
源
の
養
成
は
、
針
葉
樹
よ
り

　
　
広
葉
樹
が
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
林
業
経
営
の
実
利
面
か
ら
針
葉
樹
を

　
　
重
点
に
進
め
た
い
。
川
西
町
の
水
資

　
　
源
は
『
危
険
で
は
な
い
」
と
診
断
さ

　
　
れ
て
い
る
。

　
②
（
前
段
は
、
高
橋
議
員
に
対
す
る

　
　
答
弁
と
同
趣
旨
に
つ
き
省
略
）
J
R

　
　
土
捨
て
場
に
伴
う
、
仁
田
地
内
の
工

　
　
事
は
、
県
事
業
と
抱
き
合
わ
せ
で
進

　
　
ん
で
い
る
。
費
用
負
担
は
県
と
町
、

　
　
そ
し
て
J
R
の
三
者
が
協
議
し
て
進

　
　
め
て
い
る
。
総
延
長
四
六
〇
メ
ー
ト

　
　
ル
概
算
事
業
費
一
億
円
で
あ
る
。
十

　
　
日
町
土
木
事
務
所
管
内
の
予
算
枠
で

は
、
一
カ
所
平
均
六
百
万
円
程
度
に

し
か
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
国
庫
補

助
で
対
応
す
る
よ
う
交
渉
し
て
い
る
。

③
（
田
口
議
員
に
対
す
る
答
弁
と
同

趣
旨
に
つ
き
省
略
）

④
国
道
二
五
二
と
四
〇
四
の
二
本
と

ア
ユ

並
行
す
る
こ
と
で
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る

　
む
し
ろ
、
国
道
昇
格
を
待
っ
て
い

て
は
、
改
良
が
い
つ
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
。
都
市
計
画
に
よ
る
街
路
工

事
で
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

の
住
め
る
川
に

　
　
　
　
　
　
　
　
壁
の
下
段
を
つ
く
り
、
魚
が
い
っ
ぱ

　
水
品
忠
雄
議
員

①
町
の
機
構
に
開
発
課
、
活
性
課

　
（
仮
称
）
な
ど
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

②
信
濃
川
は
、
ア
ユ
の
住
め
る
一
番

き
れ
い
な
川
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
支
流
で
あ
る
町
内
の
小
河
川
は
、

下
水
道
の
整
備
で
き
れ
い
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
落
差
工
な
ど
で

魚
が
上
が
っ
て
こ
な
い
。
魚
道
や
側

町行造林の下刈り作業（小白倉）

い
の
川
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
不
特
定
の
事
頃
を
想
定
し
た
先
取

り
の
機
構
改
革
の
考
え
は
な
い
。

②
今
の
川
は
、
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
洪
水
に
は
強
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
住
む
魚
類
な
ど
に

は
住
み
に
く
い
環
境
に
な
っ
た
こ
と

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
。

　
例
を
あ
げ
れ
ば
、
最
近
、
渋
海
川

に
魚
類
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
な
い
と

い
う
。
そ
れ
は
当
町
と
小
国
町
の
境

界
近
く
に
、
小
国
町
・
越
路
町
の
水

道
水
源
に
、
川
を
一
部
せ
き
止
め
た

た
め
だ
と
聞
い
て
い
る
。
両
町
長
に

魚
道
の
設
置
を
要
請
し
て
い
る
。

　
建
設
省
で
は
、
桜
堤
モ
デ
ル
事
業
、

水
辺
の
緑
化
・
美
化
事
業
な
ど
水
辺

に
や
す
ら
ぎ
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し

て
い
る
。

　
私
自
身
、
こ
の
こ
と
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
可
能
な
所
か
ら
取
り

入
れ
た
い
。



目

　
竹
下
内
閣
が
提
唱
し
た
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
（
一
億
円
）
の
使
い
道
に

つ
い
て
は
、
各
地
で
話
題
を
呼
び
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
省
が
ま
と
め
た
中
間
調
査

（
六
月
末
現
在
）
で
は
、
す
で
に
ま

と
め
た
市
町
村
は
、
全
体
の
二
一
・

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
本
紙
七
月
号
で
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

ま
し
た
。
八
月
三
十
一
日
の
締
め
切

り
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

全
部
で
一
一
二
件
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
お
ま
か
な
内
容
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。

千手の一部を空から撮影（8・1）

　　まん中右側が川西中学校

　
こ
の
中
か
ら
町
職
員
九
人
で
構
成

す
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
検
討
委

員
会
」
　
（
委
員
長
須
藤
秀
雄
総
務
課

長
）
で
、
十
案
ほ
ど
に
し
ぼ
り
、
さ

ら
に
そ
の
中
か
ら
、
最
終
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
来
年
度
予
算
に
は
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。

集まったアイデアの分類別表

区　　　　分 お　　も　な　ア　ィ　デ　　ア 件数

むらおこし、活性
化、都市との交流

町民広場の確保と造成、山村体験学習センター設置、

東京に特産品売り場を設置　ほか
24

観　　　　　　光
美術品展示マトリート設置、アジアグルメ館建設、

ネルトンイルミネーションホール開設、節黒城全面改修　ほか
17

ス　　ポ　ー　　ツ

レクリエーション

メモリアルパーク設置、ふるさと自然公園、西山開発モータースポーッ

ランド構想　ほか
26

人　材　育　成 人材育成事業 5
うるおいづくり 桜の名所づくり、フラワータウンづくり、レンゲ草の街道づくり　ほか 19
そ　　の　　他 町営アパート建設、情報ネットワークと教育ネットワーク　ほか 21

㈹
川
西
体
験

稲
刈
り
ツ
ア
ー

　
九
月
九
日
－
十
日
、
三
回
目
を
迎
え
た
「
稲
刈
り
ッ
ァ
ー
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
「
田
舎
と
E
仲
イ
キ
イ
キ
体
験
ッ
ァ
ー
」
と
銘
打
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
　
「
越
後
か
わ
に
し
こ
ね
か
の
会
社
」
と
い
う
若
者
の
集
ま
り
が
企
画

実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
首
都
圏
か
ら
の
女
性
二
十
四
人
、
地
元
の
男
性
二
十
六

人
ほ
ど
、
な
ん
と
か
一
人
で
も
嫁
さ
ん
に
“
こ
ね
か
の
（
来
て
く
だ
さ
い
）
”

と
、
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
多
く
設
定
し
た
こ
の
ッ
ァ
ー
。
松
葉
荘
で

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
徹
夜
組
も
い
た
と
か
…
？

　
「
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
花
が
咲

く
カ
ッ
プ
ル
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
主
催
者
は
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

信濃川左岸の穀倉地帯、通称「下島」に集まつた

若者たち

瀟
■■”F”w

　籔　灘繍

舞
鑛
撚

麟



給食のあと、歯みがきをする児童（橘小学校）

　
九
月
二
十
日
、
上
越
市
．
上
越
文

化
会
館
で
、
県
歯
科
保
健
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
席
上
、
歯
科
保
健
功
労
者
団
体
の

部
で
橘
小
学
校
（
児
童
一
五
三
人
、

竹
田
勝
司
校
長
）
が
、
県
教
育
長
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
、
最
優
秀
賞
に
押
木
さ
ん

が
、
優
秀
賞
に
若
山
さ
ん
ら
三
人
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
コ
ン
ク

ー
ル
全
受
賞
者
五
人
の
う
ち
、
四
人

が
当
町
の
受
賞
者
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
資
格
は
、

満
六
十
五
歳
以
上
で
、
歯
の
健
康
診

断
書
に
よ
り
県
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
四
人
の
方
に
、
お
話

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

『
霧
羅
灘
難

押
木
ヨ
シ
ヲ
さ
ん
（
田
戸
・
77
歳
）

　
歯
が
丈
夫
な
の
は
、
生
ま
れ
つ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
で
も
歯
み
が

き
は
、
朝
一
回
だ
け
で
す
。

、
、
顧
鑓
慧

若
山
彦
三
郎
さ
ん
（
上
野
．
70
歳
）

　
一
回
も
、
歯
医
者
に
行
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
ら
ず
歯
も
、

い
つ
の
ま
に
か
抜
け
て
い
ま
し
た
。

高
橋
チ
ョ
ノ
さ
ん
（
赤
谷
・
67
歳
）

　
小
さ
い
と
き
、
親
か
ら
指
に
塩
を

つ
け
て
磨
く
こ
と
を
習
い
ま
し
た
。

歯
み
が
き
は
、
朝
晩
の
二
回
で
す
。

茂
野
佐
平
さ
ん
（
高
原
田
．
66
歳
）

　
特
別
の
注
意
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
歯
み

が
き
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
。
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　9月10日、第19回町少年野球大会が中子運

動場で開かれました。

　7チームが参加し、A・Bブロックに分か

れて熱戦が繰り広げられました。審判に当た

った野球協会の人たちは、　「勝つことだけが

先行し、子供らしい、のびのびしたプレーが

少なくちょっと残念だった。」と、語ってい

ました。

　大会結果は、次のとおりです。

　　　轍鞘1聾：1聾：：轟：：：：聾ン華ン辮i年
　　　貨苗55淋琳シ跡跡潜ンン跡跡吊．

優勝は孝季舞穿ジ委

千手タイガース

橘ドラゴンズ

上　野　A

　
ク
勝
位
位

ツ

ロ
優
2
3

フA【

千手ライオンズ

橘ホワイトサンダース

上　野　B

【Bブロック】

　　優勝
　　2位
　　3位

　
　
雛

、
灘
鰯

蝋脚

覇
欄

　
　
　
謹

　
　
　
　
　

　
　
　
雛

選手宣誓をする田畑正範君（上野Aチーム）

勧



　　　　　全員で競技開始前のラジオ体操

　　　　　　　　　　　　　※は新記録
　　【男子】

　　5年男子100メートル

　※①山本章人（橘）②柳清輝（千手）③星名康宏（同）

　　6年同
　※①南雲啓至（千手）②高橋勲（同）③小林一則（仙田）

　　5年80mハードル
　　①滝井工（橘）②星名力成（千手）③柳清輝（同）

　　6年同
　　①櫃間英信（千手）②高橋秀人（仙田）③田中光倫（千手）

　　5年1500メートル
　①村山正浩（千手）②沢潟誠也（同）南雲敏之（同）

　　6年同
　　①富井隆暢（上野）②大塚晋（千手）小海基（同）

　　5年走り幅跳び
　※①星名康宏（千手）②山本章人（橘）③蔵品和臣（千手）

　　6年同
　※①小林一則（仙田）②高橋勲（千手）③高橋重人（橘）

　　5年走り高跳び
　①滝井工（橘）②相崎貢一（千手）③小熊敦剛（上野）

　　6年同
　①南雲啓至（千手）②藤原大輔（橘）③富井隆暢（上野）

　　5年400mリレー
　※①千手A（柳、相崎、星名茂、星名康）②千手B（沢潟

　蔵品、星名力、村山）③橘（藤巻、水落、滝井、山本）

　　6年同
　①千手A（高橋、櫃間、大塚、南雲）②上野A（上村、

　若山、富井、高橋）③橘（根津、清水、藤原、大久保）

麟

　　　　　　　　　9月19日

　　　　　　第20回町内小学校

　　　　　親善陸上大会

　　　蝋灘

　　　　　　　が定た　親技
　　　　　　　でどが時善場去

　　　　　　　　葛馨鍵⊥塵
　　　　　　　　！詑蜷姦

　【女子】

　5年100メートル

※①小林純子（千手）②南雲朝子（同）③関口厚美（同）

　6年同
①櫃間悠（千手）②高橋詩江（同）③高橋梢（同）

　5年80mハードル
①相崎真理子（千手）②丸山由加里（同）③高橋恵（上野）

　6年同
①庭野悠子（千手）②高橋祐子（同）③清水裕美（上野）

　5年800メートル
①中村早苗（千手）②柄沢恵理子（同）③佐藤有子（同）

　6年同
①櫃間悠（千手）②内山織絵（上野）③高橋典子（仙田）

　5年走り幅跳び

①柳房恵（千手）②小林純子（同）中村早苗（同）

　6年同
①高橋詩江（千手）②高橋梢（同）③数藤ひろみ（同）

　5年走り高跳び
①相崎真理子（千手）②佐藤奈美子（同）③南雲朝子（同）

　6年同
①中川靖子（橘）②高橋典子（仙田）③大浦美佐（上野）南雲

　さおり（仙田）

　5年400mリレー
①千手A（柳、相崎、南雲、小林）②千手B（佐藤、関口、

柄沢、中村）③上野（押木、川崎、内山、高橋）

　6年同
※①千手A（大塚、庭野、高橋梢、櫃間）②千手B（星名、高橋祐、

数藤、高橋詩）③上野（斎藤、清水、大浦、内山）



柏
崎
日
記
　
最
終
回

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
江
木
の
掛
ロ
に
驚
く

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
一

日
は
、
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
五
月

十
四
日
に
当
た
る
。
こ
の
日
、
昼
前

な
か
に
木
落
村
（
庄
屋
は
弥
之
右
衛

門
）
の
検
地
を
終
え
た
渡
辺
平
太
夫

は
、
地
続
き
三
領
村
（
庄
屋
は
仲
右

衛
門
）
の
検
地
に
移
行
す
る
。
田
の

形
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
少
々
の
隙

間
を
取
り
、
二
町
五
反
（
二
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
ほ
ど
の
田
を
一
九
口
に

分
け
た
の
は
、
地
形
や
田
ご
と
に
、

信
濃
川
東
か
ら
見
た
長
井
新
田
（
右
方
）

前
方
中
央
は
三
領

　　　　　　羅i撒　　　　　鞭　　　　韓淵

四
、
五
年
も
耕
作
し
た
実
績
か
ら
で

あ
る
。
九
ツ
半
（
午
後
一
時
）
ご
ろ

に
相
済
み
、
現
地
に
弁
当
を
取
り
寄

せ
、
千
曲
川
原
で
昼
食
を
済
ま
す
。

　
午
後
は
江
木
の
掛
口
（
前
原
堰
の

こ
と
か
）
を
見
分
す
る
。
　
二
〇
町

（
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
川
上
の
、

伊
勢
平
治
村
の
山
の
下
か
ら
千
曲
川

の
水
を
引
き
、
川
の
岸
通
り
四
百
間

（
約
七
二
四
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
難

所
は
、
岩
を
く
り
ぬ
い
て
水
の
道
を

付
け
た
仰
山
な
仕
掛
け
で
あ
る
。
落

差
が
あ
る
た
め
水
が
高
く
か
か
り
、

水
量
も
豊
富
で
、
ど
ん
な
に
日
照
り

の
年
で
も
心
配
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。

　
地
震
が
治
ま
っ
て
安
心

　
見
分
が
済
む
と
、
伊
勢
平
治
の
千

手
観
音
を
参
拝
し
、
御
堂
で
し
ば
ら

く
休
息
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
ま
た
上

り
下
り
し
て
検
地
の
場
所
へ
足
を
運

び
、
水
道
の
様
子
や
地
味
な
ど
を
よ

く
見
る
。
七
ツ
（
午
後
四
時
）
過
ぎ

に
田
口
家
へ
帰
り
、
湯
に
入
っ
て
か

ら
調
べ
物
を
す
る
。
夜
は
茶
を
飲
ん

で
早
く
休
ん
だ
が
、
地
震
の
気
配
も

な
く
て
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
昨
日
の
昼
過
ぎ
に
、
柏
崎
の
長
井

与
次
右
衛
門
宅
か
ら
飛
脚
が
到
来
し

た
。
書
状
に
よ
る
と
、
小
千
谷
で
万

歳
楽
（
ま
ん
ざ
ら
く
）
を
唱
え
た
二

十
九
日
昼
時
九
ツ
（
正
午
）
の
地
震

で
、
柏
崎
も
大
騒
ぎ
し
た
そ
う
で
あ

る
。
町
方
の
揺
れ
が
格
別
に
強
く
、

町
人
供
は
一
人
残
ら
ず
外
へ
出
て
避

難
し
、
小
屋
を
掛
け
て
住
居
し
た
。

　
陣
屋
で
も
全
員
が
庭
や
通
り
へ
出
、

周
囲
を
び
ょ
う
ぶ
で
囲
っ
て
中
に
泊

ま
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
地
震
は
大

き
か
っ
た
が
、
破
損
や
怪
我
人
が
無

く
て
ホ
ッ
と
し
た
と
か
。
石
塔
や
石

灯
ろ
う
の
よ
う
な
物
が
所
々
で
倒
れ
、

納
屋
と
古
屋
敷
が
少
々
破
損
し
た
て

い
ど
で
済
ん
だ
と
い
う
。

　
「
夜
半
に
大
風
が
吹
き
、
雨
が
降

っ
た
の
で
み
ん
な
が
落
ち
着
き
、
家

の
中
へ
引
き
こ
も
っ
て
ま
ず
は
安
心

で
し
た
」
と
、
飛
脚
も
申
し
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
こ
れ
で
地
震
が
治
ま
っ

た
と
す
れ
ば
大
安
心
で
あ
る
。

　
近
来
ま
れ
な
御
高
入

　
四
月
二
日
、
天
気
、
些
風
有
涼
し

早
朝
よ
り
下
調
二
取
懸
、
四
ツ
（
午

前
十
時
）
迄
二
出
来
、
私
ハ
三
領
村

之
分
調
べ
候
。
夫
よ
り
再
調
べ
。

　
野
帳
認
精
算
致
、
八
ツ
半
（
午
後

三
時
）
過
二
両
村
共
出
来
上
リ
、
郷

手
代
へ
渡
し
請
印
ヲ
取
。
下
々
田
故

石
盛
致
て
下
候
。
木
落
分
六
拾
石
余

三
領
分
拾
八
石
余
、
〆
ハ
拾
石
余
二

相
成
、
近
来
稀
成
御
高
入
也
。

　
村
方
よ
り
願
筋
も
有
之
、
色
々
理

解
致
し
、
七
ツ
（
午
後
四
時
）
過
全

御
用
済
二
成
申
候
。
弥
々
明
日
出
立

二
付
、
寺
泊
迄
之
先
触
郷
手
代
よ
り

出
し
貰
ふ
。
今
夕
、
大
肝
煎
忠
之
助

よ
り
酒
肴
差
上
度
申
出
。
村
方
地
主

等
二
か
・
わ
り
無
之
候
故
引
受
。
与

次
右
衛
門
、
藤
左
衛
門
、
忠
之
助
罷

出
相
手
二
成
ル
。
大
分
大
酔
、
五
ツ

半
（
午
後
九
時
）
過
二
休
ム
。

　
前
世
か
ら
の
定
め
ご
と

　
四
月
三
日
、
上
天
気
で
暖
い
。
早

朝
に
起
き
て
支
度
し
、
五
ツ
（
午
前

八
時
）
に
出
立
、
来
た
時
の
本
道
を

戻
る
。
御
下
横
目
と
竿
手
は
、
御
用

が
済
ん
だ
の
で
別
の
街
道
を
陣
屋
へ

帰
る
こ
と
に
な
り
、
暇
乞
（
い
と
ま

ご
い
）
を
し
て
別
れ
た
。
真
人
宿
ま

で
木
落
村
役
人
供
が
送
っ
て
く
れ
、

こ
こ
で
人
足
を
継
ぎ
、
小
千
谷
宿
へ

四
ツ
半
（
午
前
十
一
時
）
に
着
く
。

　
宿
の
二
階
で
弁
当
を
使
う
と
、
亭

主
が
又
地
震
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
「
二
十
九
日
の
晩
は
、
地
震
が
お

っ
か
な
く
て
一
晩
中
外
に
居
た
。
あ

れ
か
ら
も
少
し
づ
つ
揺
れ
が
あ
り
、

み
ん
な
が
落
着
か
な
い
で
困
っ
た
。

善
光
寺
参
り
に
行
っ
た
小
千
谷
の
者

は
、
わ
ず
か
八
人
の
死
失
で
済
み
、

ほ
か
の
者
は
無
難
で
帰
っ
て
来
た
。

希
代
な
の
は
、
蒲
原
か
ら
出
か
け
た

三
人
の
座
頭
衆
で
あ
る
。
善
光
寺
宿

の
二
階
に
宿
泊
し
て
地
震
に
会
い
、

荷
物
を
持
ち
出
し
て
逃
げ
た
が
、
つ

い
で
に
宿
の
主
人
ま
で
助
け
て
出
て

無
難
だ
っ
た
そ
う
だ
。
目
の
見
え
な

い
者
で
さ
え
、
運
が
良
け
れ
ば
こ
の

よ
う
に
助
か
る
の
だ
か
ら
、
は
て
さ

て
、
死
ぬ
と
申
す
は
前
世
か
ら
の
定

め
ご
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

　
平
太
夫
、
桑
名
を
案
ず

　
ほ
ど
な
く
小
千
谷
を
出
立
し
、
塚

の
山
（
左
）
と
長
岡
に
至
る
分
か
れ

道
を
右
に
向
か
う
。
二
〇
町
ば
か
り

千
曲
川
端
を
通
行
し
、
妙
見
の
渡
し

を
越
え
て
川
東
に
移
る
。
水
は
だ
い

ぶ
澄
ん
だ
が
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
ま
だ

可
成
り
少
い
量
で
あ
る
。
妙
見
宿
で

人
足
を
継
ぐ
。
こ
こ
か
ら
は
平
地
で

人
足
供
も
村
継
ぎ
と
な
る
。
三
里

（
約
一
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
道
を

行
き
、
七
ツ
（
午
後
四
時
）
ご
ろ
長

岡
町
へ
入
り
、
定
宿
の
桝
屋
に
泊
ま

る
。　

長
岡
の
地
震
は
、
巳
前
（
文
政
十

一
年
十
一
月
）
の
三
条
大
地
震
よ
り

も
い
た
っ
て
軽
か
っ
た
と
い
う
。
江

戸
表
も
そ
の
よ
う
で
、
表
へ
飛
び
出

し
た
て
い
ど
の
小
さ
な
揺
れ
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
桑
名
も
大
し
た
こ
と
が

な
け
れ
ば
よ
い
が
、
早
く
父
上
の
便

り
を
承
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
※
「
柏
崎
日
記
」
の
ご
愛
読
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
五
月

号
お
わ
び
欄
の
「
シ
ロ
カ
ケ
」
は
「
シ

メ
カ
ケ
」
の
誤
り
で
し
た
。
”
筆
者

纏



大和市鑓田キヨヱさん

（野口出身）

　
前
略
毎
月
の
広
報
楽
し
く
拝
見

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
月
で

送
料
が
切
れ
ま
す
由
、
ま
た
続
け
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
、
三
泊
四
日
の
旅
を
し
て
来

ま
し
た
。
四
国
旅
行
で
す
。
空
か
ら

徳
島
入
り
、
鳴
戸
の
う
ず
潮
を
見
て

重
目

意（
敬
称
略
）

老
人
福
祉
に

田
中
一
良
（
仁
田
）

広
報
発
行
に

川
崎
広
夫
（
横
浜
市
）

　
交
通
安
全
に

龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

二
万
円

一
万
円

（
中
仙
田
）

　
五
千
十
円

夜
は
、
小
雨
の
降
る
中
を
阿
波
お
ど

り
へ
と
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
に
ぎ

や
か
な
こ
と
。
街
中
が
阿
波
お
ど
り

の
連
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳴
り

物
の
音
の
大
き
い
こ
と
。
耳
が
破
れ

る
ば
か
り
で
す
。
二
～
三
歳
く
ら
い

の
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
連
の

中
に
入
っ
て
上
手
に
踊
っ
て
い
る
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
　
「
に
わ
か
連
」
に
入

り
、
翌
日
は
桟
敷
で
見
物
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
こ
の

上
な
し
で
し
た
。
旅
行
者
や
初
心
者

の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
が
、
に
わ

か
連
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
連
の
鳴
り
物

や
指
導
に
支
え
ら
れ
ま
ね
を
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
飛
び
入
り
」
で
大
勢
加

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
・
連
に
さ
・
え
ら
れ
つ
・
に
わ

　
か
連

　
わ
れ
も
又
踊
る
あ
ほ
う
か
阿
波
の

　
旅

　
蜂
須
賀
連
し
な
よ
く
踊
る
桟
敷
前

　
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
指
し
な
も
よ
き
そ

ご
う
連

　
ご
想
像
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
見
る
の
は
「
ア
ホ
ウ
」
な
ん

で
す
ね
。

　
ま
た
、
四
国
は
う
ど
ん
の
お
い
し

い
所
で
「
た
ら
い
う
ど
ん
」
が
名
物

で
し
た
。

　
渓
谷
の
た
ら
い
う
ど
ん
や
蝉
し
ぐ

　
れ

　
三
日
目
屋
島
、
栗
林
公
園
と
友
人

の
お
兄
様
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し

た
。
翌
日
、
瀬
戸
大
橋
へ
行
き
ま
し

た
。
途
中
、
高
速
バ
ス
を
降
り
て
与

島
で
、
観
光
帆
船
に
乗
り
、
島
を
一

周
し
ま
し
た
。
南
国
情
緒
豊
か
な
所

で
し
た
。
高
松
－
倉
敷
は
、
高
速
バ

ス
で
約
一
時
間
で
す
。
時
間
の
合
間

に
大
原
美
術
館
を
見
学
、
横
浜
へ
九

時
半
に
着
き
ま
し
た
。

　
明
日
か
ら
野
口
の
祭
り
か
し
ら
ー

（
編
集
部
注
ー
8
月
2
5
日
付
お
便
り
）

と
故
郷
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
一
筆

し
ま
し
た
。

皆
々
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

　
係
か
ら
　
皆
様
の
お
便
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
役
場
広
報
係
あ
て
。

瀬
戸
大
橋
を
バ
ッ
ク
に
鑓
田
さ
ん

10アール当たり標準小作料　　　菟落姦町掌差量套崇今頂晃善等標
　　　　　　　平成元年1。月1日力、ら適用套畠討嚢o齋窪基フ璽吏豊誼夕’準

　
　
10
月
1
日
か
ら
適
用

　
　
　
標
準
小

　
標
準
小
作
料
は
、
農
地
法
で
①
決

め
て
か
ら
一
二
年
経
っ
た
と
き
、
②
生

産
費
や
農
産
物
価
格
が
著
し
く
変
動

し
た
と
き
、
に
改
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
①
の
三
年
経
過
の
年
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
正
確
に
は
来
年

春
で
三
年
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
か

ら
更
改
時
期
を
十
月
一
日
と
す
る
こ

と
に
な
り
、
六
か
月
早
ま
っ
た
わ
け

で
す
。

　
町
農
業
委
員
会
（
滋
野
一
郎
会
長
）

で
検
討
し
た
結
果
、
料
金
は
今
ま
で

ど
お
り
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
土
地
の
等
級
に
よ
る
区

　
　
用

乍
　
，
斗

　
イ
ー
　
　
米

分
が
若
干
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
標
準
小
作
料
は
、
原
則
と
し
て
、

粗
収
益
か
ら
肥
料
や
水
利
費
な
ど
と

作
付
者
の
報
酬
を
控
除
し
た
額
を
、

十
ア
ー
ル
単
位
で
算
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
小
作
料
（
賃

貸
借
料
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
す
人
と

借
り
る
人
双
方
の
話
し
合
い
で
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
こ

の
標
準
小
作
料
を
参
考
に
、
上
下
三

〇
％
以
内
の
額
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農地の区分
小作料の

標準額
備　　　　　　考

田
　
　
　
　
の
　
　
　
部

一
　
般
　
地
　
域

1級地
　　円
27，000

団体営ほ場整備田と

共済収量等級11級以上

2級地 23，000 〃
　 12等級以下

3級地 20，000 〃
　 15等級以下

県
ほ
地
域

1級地 32，000
整形田で
共済収量等級11級以上

2級地 27，000
不整形田で

　　〃　12等級以下

畑
　
　
の
　
　
部

1級地 14，000
固定資産税課税標準等級の

　　　　1～3等級

2級地 10，000
〃
　
　 4～6等級

3級地 8，000 〃
　 7～10等級

4級地 4，000 〃
　 11等級以下

麟



潮
講

　　羅
、

孫鰯

灘

櫨
萎

　
葡
齢
黙

・
麟
灘

灘

難

　
九
月
十
七
日
、
宇
都
宮
市
で
開
か

れ
た
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

川
西
中
学
校
が
銀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
八
月
の
県
大
会
で
み
ご
と
金
賞
を

獲
得
。
初
の
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
同
大
会
に
は
、
父
兄
ら
二
十
人
ほ

ど
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
担
当
の
宮
口
先
生
は
大
会
を
振
り

返
っ
て
、
　
「
少
し
緊
張
し
て
、
力
ん

だ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
い

演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
」
と
、
話
し

て
い
ま
し
た
。

鞭

楽奏吹中蟹ロ」
関東コンクールで

　
川
中
吹
奏
楽
を

　
　
　
　
　
　
た
た
え
て

　
朝
晩
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
、

稲
刈
り
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
ハ
ギ

の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
、
ク
リ
の
実
が

コ
ロ
リ
ン
と
落
ち
て
平
和
な
村
む
ら

の
様
子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
広
報
紙
の
九
月
号
表
紙
、
川
西
中

学
校
吹
奏
楽
部
を
拝
見
し
ま
し
た
。

金
賞
に
輝
き
、
生
徒
の
お
顔
が
光
っ

て
見
え
ま
す
。
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

皆
々
様
も
さ
ぞ
ご
満
足
の
こ
と
と
存

じ
、
同
郷
の
も
の
と
し
て
胸
が
は
ず

む
思
い
で
す
。

　
毎
月
の
広
報
を
何
よ
り
の
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
九
月
十
七
日

　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

一ロー一顧一旧0顧一9一一ロロ160■0働．■一願鱒一一一〇〇一一D一開■働0鵬ロー一D鵬0口■D■圏一〇一鵬働一一一〇鱒0鱒口9000一一，・■鱒一．■O一鱒09一口鱒6ロロ〇一一葡腰一”ロー一一一一一騨日鵬働鵬囎働鱒00．■00一．一〇働働一働0一働働一一一〇働o翰廟働聯一．■oo一一〇

15

鞭　　欝　難
鱗　難難

羅

〈
橘
小
学
校
丁

鶴

灘
鑛難灘

毒
籏

力君4年田中

5
年
　
丸
山
沢
子
さ
ん

秀和君2年原

章君6年根津

3
年
高
津
礼
子
さ
ん

（
“
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）

1年たかはしたくやくん



（
一

e
臨尚

　
九
月
十
七
日
、
松
葉
荘
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
￥
魚
沼
一
帯
と
、
小
千
谷
市
、
十

日
町
市
に
あ
る
十
二
の
バ
ン
ド
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た

「
レ
イ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
（
桜
井
昭
夫
会
長
）
」
と
、
松
葉

荘
が
企
画
し
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
か
ら
九
時
ま
で
、
八
つ
の
バ
ン
ド
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
二
百
人
あ
ま

り
は
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
に
お
も
い
お
も
い
に
腰

を
お
ろ
し
、
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
赤
と
ん
ぼ
の
空
．
白
い
ス
テ
ー
ジ
．
若
者
の
シ
ル
エ
ッ

ト
、
松
葉
沢
の
雰
囲
気
に
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

』』，璽1伽』』olllh，1■』1曲ld■』ll腿01」』，“llll」』gl“loo6』llllld』ll“116■』ll”ld』量1”11，」』llllld』1111曾1」』Illll14』llllld』1“11量』』曾lllllJ』1“ll6，己』IIllll6』311111」』llllll6』Ill”1，』』IIllll6』1”III」■』ll“Ilr‘■』llllh」』1“lld』11”II6』1甑▲llllll」』llllll6』lmlI

　9月20日から3日間、総合体育館で初めてのパソコ

ン教室が、開かれました。

　20人の参加者を募集したところ、ほかの講座と違っ

てアッというまに、募集人員を上回る応募があり、急

きょ先着26人まで数を増やしました。

　講座の内容は、ごく基礎的なことが主体で、年賀状

を作るのを最終的な目標としていました。

　参加者の半分は、初めてのキーボード（文字などを

入力するところ）などと対面した人たちでした。主催

者は、　r機械に触ってもらって、パソコンではこんな

ことができる、ということを知ってもらえたのでは」

と語っていました。

　　　　　　　　誌顯麟

盛況パソコン教室
●●■■●●●　●●●O●●9●●　O●．●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O■●●●O●●●●●O　O■●●●●●■●●●●●●O●●●●●●●●●●0●●●●●●O●●●●●0●●■●O●●●●●●●．●●●●●●●　O●●●●●●●●O　O●　0●　O●●O●●●　，●●り　●　9●　●

纈　尉膨
　罰匡

●

．1蒸蕪套1叢維1套《《《籔）C慕1蕉《織ζ蕪蒸叢《1蕪、

■∠f／婆

z＼限＼限
メ

レ

形

　9月14日夜、総合センターで人形劇「泣いた赤お

に」が上演されました。これは読み聞かせの会「ふき

のとう」　（小海貴代美会長・会員21人）が開いたもの

です。

　会場には、親子づれが250人ほど集まりました。

小海会長は、「初めて開いた人形劇に、これほど集ま

ってくれてビックリしました。毎月第1土曜日の読み

聞かせの会にもぜひ、親子でご参加を…」と呼びかけ

ていました。

　劇に使った幕やスポットなどは、日本生命財団から

寄贈いただきました。

嚇



う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ひ
で
ゆ
き

佐
藤
英
之

　
　
ゆ
う
の
す
け

春
日
優
之
介

　
　
　
り
よ
ン
フ
こ

片
桐
涼
子

久義茂正珠喜
子仁子彦子一

六
男
野
　
口

長
男
朝
日
町

長
女
小
白
倉

　
ノ

薄
小
わ
響

　
　
　
∠
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
○
照
紅
葉
山
ひ
だ
の
影
日
々
に
濃
く

　
　
一
面
の
白
美
し
く
蕎
麦
の
花

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
残
る
稲
架
雨
に
ゆ
る
み
し
縄
の
端

　
役
終
え
し
案
山
子
を
抜
き
て
担
ぎ
去
る

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

　
萩
の
花
揺
る
・
山
裾
父
母
の
墓

　
久
に
訪
う
ふ
る
さ
と
は
今
稲
穂
波

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

　
莚
敷
き
籾
干
す
庭
の
鶏
頭
舵

　
み
ぞ
そ
ば
の
中
に
水
音
し
て
お
り
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

　
倒
伏
の
稲
田
な
が
め
て
父
無
口

　
よ
う
や
く
に
秋
晴
と
な
る
朝
忙
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

　
こ
お
ろ
ぎ
の
壁
に
来
て
鳴
く
山
家
か
な

　
稲
車
ゆ
く
旧
道
の
萩
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

　
満
天
の
星
の
一
つ
の
流
れ
け
り

ノ
！

’

　
　
　
な
お
き
　
光
雄

小
林
　
直
樹
　
　
　
三
男
上
　
野

　
　
　
　
　
　
あ
や
子

　
　
　
ゆ
か
　
義
明

藤
巻
　
友
佳
　
　
　
　
二
女
塩
　
辛

　
　
　
　
　
　
真
理
子

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
灘
鵜
鞍
2

（
蹴
肇
魏
委

金
賞
に
人
あ
つ
ま
り
し
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

稲
架
の
香
に
音
し
て
乾
く
日
和
か
な

り
ん
ど
う
の
色
あ
ざ
や
か
に
露
の
朝

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

暑
き
陽
を
背
な
に
浴
び
つ
・
菜
を
問
引
く

　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
　
　
幸

瓜
食
う
て
農
夫
の
語
る
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

宵
闇
の
彩
る
火
の
見
櫓
の
灯

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

雨
樋
に
延
び
朝
顔
の
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

待
ち
わ
び
て
月
下
美
人
の
短
命
な

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

寂
と
し
て
句
碑
寺
秋
の
た
た
づ
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

う
す
う
す
と
名
月
か
か
る
ビ
ル
谷
間

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

追
憶
の
老
と
ぼ
と
ぼ
と
萩
の
坂

　
　
　
　
　
　
府
中
市
野
口
東
風

白
露
と
て
露
の
か
か
ら
ぬ
も
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
中
マ
ス
イ
6
0

蔵
品
　
三
男
6
8

星
名
善
雄
7
5

田
中
恒
蔵
81

若
山
　
ミ
ツ
8
5

小
海
珍
亮
8
7

中
條
チ
イ
8
9

星
名
イ
マ
91
ハ　ハ　　　ハハ虎與益義一賢本本

雄作男忠良治人人
））））））））
伊仁小新仁伊栄小
友田羅田友町唇

軍
服
を
案
山
子
に
着
せ
て
堂
て
・
あ
り

　
　
　
　
　
　
足
立
区
山
形
頼
太

う
す
う
す
と
月
も
残
り
て
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

喪
の
家
へ
曲
る
矢
印
白
木
僅

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

カ
セ
ッ
ト
の
経
を
し
づ
か
に
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

騒
音
に
鳴
き
や
み
も
せ
ず
草
ひ
ば
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

稲
株
に
蜂
と
び
交
う
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

籾
の
山
蛭
の
骸
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
は
や

　　　　投句要領
　締め切り　毎月末日厳守

〉はがき1枚に5句前後。1〉題

は特に定めません（当季雑詠）。

1〉住所、雅号と氏名明記。レ役

場内『文書広報係』か、中央町

「太田白南風」あて。レ初心者

の投句歓迎。

癬

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ク
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り

　
五
月
に
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ク
ル
が
発

足
。
毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
の
午

後
、
総
合
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
高
齢
者
か
ら

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
外
山
ユ
シ
さ
ん
（
山
野
田
）
か
ら
、

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
の
感
想

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
参
加
す
る
き
っ
か
け
は
…
…

　
こ
れ
か
ら
の
老
後
を
健
康
で
過
ご

笑
顔
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
　
　
　
　
（
9
．
2
2
）

せ
る
よ
う
に
、
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
　
体
育
館
に
も
歩
い
て
来
ま
す
。
歩

く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
参
加
し
て
の
感
想
は
・
…
－

　
　
知
ら
な
い
地
区
の
人
と
、
友
達
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
を
、
知
り
ま
し
た
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
の
ダ
ン
ス
や
、
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
球
技

な
ど
、
普
段
は
全
然
し
な
い
の
で
、

お
も
し
ろ
い
で
す
。

、
●
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ク
ル
に
望
む
こ
と

　
は
…

　
参
加
者
は
、
い
つ
で
も
、
十
二
人

ほ
ど
で
す
。

　
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、

ま
す
。

よ
く
で
き
る
運
動
で
す
綴
鞭
騒

と
気
軽
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
醗
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衡

サ
毘
装
触
簿
縫
騒

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
せ
め
て
一

週
間
に
面
か
・
＋
日
に
面
く
ら
臨

い
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

輪
篠
鍵
叢
痛
螺

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。


